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大
江
記
念 

三
番
町
図
書
館
に
つ
い
て

　
田 

中
　
清 

章

　
先
日
”非
常
に
驚
い
た
“
こ
と
が
あ
っ

た
。今
ま
で
の
常
識
が
通
じ
ず
、
考
え
も

し
な
い
よ
う
な
勉
強
法
に
つ
い
て
、
あ
る

テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
、
強
烈
に
記
憶

に
残
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。こ
の
こ

と
は
、
後
述
す
る
大
江
記
念
三
番
町
図
書

館
に
も
通
じ
る
の
で
最
初
に
述
べ
た
い

と
思
う
。

　
そ
れ
は
、
勉
強
に
対
す
る
環
境
と
条
件

に
関
す
る
も
の
で
、
我
々
の
常
識
が
如
何

に
曖
昧
な
も
の
か
が
把
握
で
き
る
。そ
の

第
一
は
、「
暗
記
す
る
た
め
に
は
、
蛍
光
ペ

ン
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
。第
二

は
「
一
夜
漬
け
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
先
に
仮
眠
を
と
る
」
こ
と
。

第
三
は
、「
勉
強
に
集
中
す
る
た
め
に
は
、

適
度
な
雑
音
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
で
あ

る
。こ
の
三
つ
に
つ
い
て
、複
数
の
男
女
・

若
者
を
被
験
者
と
し
て
実
験
を
複
数
回

実
施
し
、
最
後
に
小
テ
ス
ト
を
行
う
実
証

研
究
報
告
で
あ
る
。

　
第
一
は
、「
暗
記
と
蛍
光
ペ
ン
の
関
係
」

に
つ
い
て
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。蛍
光
ペ

ン
で
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
は
後
の
復
習

や
整
理
に
は
役
だ
っ
た
と
し
て
も
、
暗
記

に
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
こ

と
。す
な
わ
ち
、
重
要
事
項
や
語
句
に
整

理
し
て
ラ
イ
ン
を
引
い
た
こ
と
で
、
暗
記

し
た
つ
も
り
が
逆
に
覚
え
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
我
々
が
生
徒
や
学
生
時
代
に

よ
く
行
っ
た
「
一
夜
漬
け
の
効
果
」
に
つ

い
て
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、「
徹
夜
」「
後
で

仮
眠
」「
先
に
仮
眠
」
の
う
ち
、
ど
の
方
法

が
最
も
効
果
的
か
を
探
っ
た
も
の
で
あ

る
。こ
れ
に
は
前
提
条
件
が
あ
り
、
被
験

者
の
う
ち
事
前
テ
ス
ト
で
最
高
点
を
と

っ
た
者（
最
優
秀
者
）が
徹
夜
、
次
点
が
後

で
仮
眠
、
最
も
悪
い
点
数
を
と
っ
た
者
が

先
に
仮
眠
と
い
う
条
件
下
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、
徹
夜
グ
ル

ー
プ
が
資
料
に
接
し
て
い
る
時
間
が
長

い
の
で
最
も
効
果
的
と
考
え
が
ち
で
あ

る
が
、
先
に
仮
眠
し
て
体
調
を
整
え
、
翌

朝
の
テ
ス
ト
の
直
前
の
条
件
で
受
験
す

る
こ
と
が
最
も
そ
の
効
果
を
発
揮
で
き

る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
は

ど
こ
か
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。す
な
わ

ち
、
自
室
・
リ
ビ
ン
グ
・
フ
ァ
ミ
レ
ス
及

び
図
書
館
の
う
ち
、
ど
の
場
所
が
最
も
勉

強
に
適
し
て
い
る
か
を
実
験
に
よ
っ
て

証
明
し
た
も
の
で
あ
る
。一
般
常
識
で
は
、

自
室
や
図
書
館
の
よ
う
に
静
か
な
雰
囲

気
と
環
境
が
整
え
ら
れ
た
場
所
が
最
高
・

最
適
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が

主
流
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ

脚
光
を
浴
び
て
い
る
リ
ビ
ン
グ
も
ま
た

あ
る
意
味
で
そ
の
効
果
に
つ
い
て
驚
か

さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。し
か
し
、
小
テ

ス
ト
の
結
果
を
見
る
と
明
ら
か
に
ど
の

被
験
者
に
お
い
て
も
、
集
中
し
て
勉
強
で

き
る
場
所
は
雑
音
の
多
い
フ
ァ
ミ
レ
ス

で
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、
勉
強
は
静
か

な
場
所
が
最
適
と
い
う
我
々
の
常
識
は

大
き
く
覆
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
を

許
容
し
認
識
す
る
広
い
知
識
や
考
え
方

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
題
に
入
る
こ
と
と
す
る
。

本
学
は
、
平
成
22
年
度
改
組
で
家
政
学
部

と
人
文
学
部
及
び
短
期
大
学
を
統
合
し
、

「
家
政
学
」
を
学
問
及
び
教
育
の
中
心
領

域
と
し
て
と
ら
え
た
「
現
代
生
活
学
部
」

が
新
し
く
船
出
し
、
23
年
度
で
二
年
目
と

な
る
。現
代
生
活
学
部
は
、
町
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
児
童
学
科
、

人
間
福
祉
学
科
の
３
学
科
、
千
代
田
三
番

町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
代
家
政
学
科
、
健
康

栄
養
学
科
の
２
学
科
の
１
学
部
５
学
科

体
制
で
、
町
田
と
千
代
田
三
番
町
の
２
キ

ャ
ン
パ
ス
制
の
教
育
体
制
で
運
営
さ
れ

る
。そ
し
て
、
平
成
23
年
4
月
に
47
年
前

の
昭
和
39
年
に
竣
工
し
た
１
号
館
の
耐

震
及
び
改
装
工
事
が
完
了
し
、
新
学
期
よ
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　ここ数年来、学生の基礎学力の低下は目を覆うば

かりである。特に、文章表現能力の低下は、テスト

の答案やレポートなどを見ても顕著である。文章が

書けないから、インターネットの内容のコピー・ア

ンド・ペーストや、書籍・雑誌の丸写し術が氾濫し

ている。

　私も学生時代、研究論文やレポートなどを正しい日

本語で書くことができなかったため、卒業研究の指導

教授から読むように言われたのが、標記の本である。

上下２巻に分かれており、上巻は「基礎編」で、特定

の文書を作成する以前に、誰もが一応身につけておく

べき基本的な一般事項が体系的に収録されている。下

巻は「応用編」で、技術論文、報告書、議事録、特許

出願書類などのまとめ方の概要が収められている。

「書くことの重要性」から始まって、「文章作成の基

本」、「文章をまとめる要領」、「用字、用語の使い

分け」と続く。本のタイトル「技術文書……」から想

像するほど読みにくい本ではない。「から」と「よ

り」の使い分け方、接続詞（「および」、「ならび

に」、「または」、「あるいは」、「かつ」など）の用

い方などは、現在でも読み返して確認している。以前

は、理工系の大学の授業に「テクニカル･ライティン

グ（technical writing）」という科目があり、その参

考図書の一つとしても挙げられていた本である。「テ

クニカル･ライティング」とは、研究論文、レポー

ト、議事録、企画書、その他の文章において、科学・

技術に関わる文章を正しく、効果的に書く技術をい

う。英語で言うと、難しそうに聞こえるが、テクニカ

ル･ライティングで示されている科学･技術文章のコン

セプトとは、和文・英文を問わず、次の三つの要素か

らなる。

　・正確な（correct）　

　・明確な（clear）　　

　・簡潔な（concise）　

　これらのコンセプトに基づいて、実際にテクニカ

ル･ライティングの基本的なルールを次に解説する。

・記述の順序をよく考えて、論旨の一貫性があるよ

うに、文章を書く。

・正確な情報を用いて、誤字・脱字のない正確な文

章を書く。

・主語と述語の関係及び修飾語と被修飾語の関係を

はっきり意識して、口語体で明確な文章を書く。

・分かりやすい簡潔な表現を目指して、短い文章

（短文）を書く。

・「常用漢字表」、「現代仮名遣い」、「送り仮名の

つけ方」及び「外来語の表記」による正しい日本

語表記に従って、適切な学術用語を用いて文章を

書く。

・句読点も文字であるとの認識を持って、句読点を

正しく打った文章を書く。

・書き終わった文章を必ず（できれば声を出して）

通読して、見直す。

　卒業して社会にでると、職種にもよるが、仕事の

約１/３は、文章を書くことで占められると言われて

いる。勤続年数が増え、地位が高くなるにつれて、

文章を書く割合も増えてくるだろう。紹介した書籍

を参考にして、大学生のうちに正しい日本語が書け

るようにしてほしい。コーヒーを何杯も飲まなくて

も読むことができるような、学生諸君のレポートを

一枚でも多く読みたい。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　――――

　最後に、紹介した書籍以外に、次の３冊を「建

築・住宅・インテリア」の領域を学んでいる学生に

は、読んでほしい。

「井上書院」発行

　・「建築系学生のための卒業論文の書き方」

　・「建築系学生のための卒業設計の進め方」

　・「建築模型をつくろう」　

   　　　　　　　　　　　　　　　図書館所蔵

（生活デザイン学科 教授）

東洋経済新報社

新版　技術文章のまとめ方 上・下
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育
苗
的
共
育
実
践
私
記

　
　
　
―
一
冊
の
本
と
の
再
会
か
ら 

―

新 

田
　
義 

則

　なんという僥倖だろう！　友人のジャン・フラン

ソワ・バザンに俳句をねだられて、一句を披露した

のがきっかけとなり、フランス語句集のフランスで

の出版が現実となろうとは！

　ずっと現代詩を追求してきて、難解の袋小路に踏

み込み、苦しんでいたとき、俳句が口をついて出る

ことをまま経験してはいたが、今から思うとそれが

伏線となって、俳句という短詩型の世界へおのずと

惹き込まれることになった。詠んでいると、ぼくな

りのポエジーを、五七五の定型が開放してくれるこ

とが分かった。 

　師事した詩人ピエール・ジャン・ジューヴの言葉の

ように、詩は歌であり魂を浄化して高めるもの。自然

や人事に分け入って、神秘に耳傾けることが肝要だ

と考えてきた。ふらんす堂から2007年に出した句集

「花桐」は、ほぼその線でまとめることができた。

　その句集からフランス人にも理解しやすい句を選

んで三行詩にまとめ、次つぎとジャン・フランソワ

に見せ、新しい句も入れて三百句をこえたとき、ク

レア社から声が掛った。現代フランスを代表する詩

人イヴ・ボンヌフオワから

巻頭言をいただき、出版は

とんとん拍子に運んだ。パ

ソコンの発達のおかげで、日本語読者の便もはか

り、仏文に日本語を付記し、2010年春、本が出た。

　これが契機となって、９月にモナコの日本夏祭り

に招かれ、俳句の国際化に一役貢献することができ

た。外国の人たちから、ローマ字以外に日本語のサ

インも求められ、嬉しい悲鳴をあげた。

　また、フランスの著名な文芸批評家ジャン・ピエ

ール・ジョシュア（国民文学大賞受賞者）やアラ

ン・ヴィルコンドレから、喜ばしい賛辞が寄せら

れ、栞に載せることになった。

　フランス語は、世界の教養人の解する国際語でも

あるので、この句集は漸次、フランス以外の国の読

者たちにも迎えられていけばよいが……というの

も、現在世界の俳句人口が、日本を除いて50カ国

200万を超えると言われているから。

（本学名誉教授）

小 島 　俊 明

本の周辺

※フランス図書 西新宿店　3,381円

り
新
し
い
学
舎
（
ま
な
び
や
）
と
し
て

の
歴
史
と
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
家
政
学
院
大

学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
も
新
し
い
体

制
で
管
理
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
附
属
図
書
館
の
名
称
が
代
わ
る
こ
と

で
あ
る
。
昨
年
度
ま
で
の
附
属
図
書
館

本
館
・
分
室
と
い
う
愛
称
が
、
平
成
23

年
度
か
ら
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
大

江
記
念
図
書
館
」
及
び
千
代
田
三
番
町

キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
大
江
記
念
三
番
町
図

書
館
」
と
い
う
名
称
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
特
に
、
大
江
記
念
三
番
町

図
書
館
は
、
リ
ニ
ュ
ア
ル
さ
れ
た
１
号

館
地
下
１
階
に
設
け
ら
れ
、
開
館
当
初

は
約
５
万
冊
の
蔵
書
数
が
将
来
的
に
は

約
７
万
冊
の
新
し
く
大
き
な
図
書
館
と

し
て
再
生
す
る
。
第
二
に
、
新
し
く
導

入
さ
れ
た
外
部
業
者
に
よ
る
管
理
体
制

に
よ
る
運
営
と

い
う
新
し
い
試

み
で
あ
る
。
本

来
、
図
書
館
の

最
も
重
要
な
機

能
は
、
図
書
の

研
究
・
保
管
・

貸
出
と
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
機
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私

た
ち
へ
の
情
報
伝
達
媒
体
は
図
書
で
あ

り
、
そ
の
中
の
文
字
や
絵
な
ど
が
視
覚

情
報
と
し
て
認
識
さ
れ
我
々
の
知
識
と

し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
機
能
は
、
関
わ
っ
て
い
る
多
く
の

人
々
と
の
情
報
伝
達
機
能
が
最
も
重
要

で
あ
り
、
再
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
学
に
お
い
て
は

こ
の
よ
う
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
強
化
と
拡
充
を
目
指
し
て
、
入

館
・
貸
出
・
返
却
及
び
蔵
書
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
採
用
し
、

ま
た
、
学
生
と
職
員
を
含
め
た
人
と
人

と
が
図
書
や
施
設
を
媒
体
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
生
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
外
部
業
者
に
よ
る
新
し
い
運
営

体
制
の
中
で
図
る
。
一
方
、
前
述
し
た

勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
を
図
書
館
に

導
入
、
採
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
方
法
か
を
探
り
、
検
討
の
た
め
利
用

者
の
立
場
か
ら
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
忌

憚
の
な
い
意
見
と
よ
り
よ
い
運
営
の
た

め
の
手
助
け
を
切
望
し
て
い
る
。

（
附
属
図
書
館
長
）

　
江
戸
時
代
は
、
循
環
型
社
会
と
言

わ
れ
る
。
東
京
家
政
学
院
大
学
附
属

図
書
館
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
江
文

庫
は
、
江
戸
期
に
出
版
さ
れ
た
料
理

書
の
板
本
の
大
半
を
所
蔵
し
て
お
り
、

写
本
、
巻
物
、
錦
絵
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、

当
時
の
庶
民
の
食
生
活
を
研
究
す
る

宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
”
初
か

つ
お
売
り
“
の
錦
絵
な
ど
大
江
文
庫

を
見
て
い
る
と
、「
江
戸
の
食
を
実
際

に
賞
味
し
て
み
た
い
。
い
か
に
エ
コ

だ
っ
た
の
か
、
実
験
で
実
証
し
た
数

字
が
し
り
た
い
。
」
な
ど
江
戸
の
エ
コ

な
食
を
研
究
し
て
み
た
い
意
欲
が
ム

ク
ム
ク
と
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
家
政
学
院
大
学
が
主
催
し
た
、

現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
に
お
け
る

消
費
者
教
育
を
考
え
る
」（
2
0
1
0
年

10
月
２
日
、
千
代
田
区
秋
葉
原
の
富
士

ソ
フ
ト
プ
ラ
ザ
で
開
催
）
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
４
で
は
、
図
書
館
と
生
活
文
化

博
物
館
の
協
力
に
よ
っ
て
大
江
文
庫

『
江
戸
エ
コ
行
楽
重
』
関
連
資
料
が
展

示
さ
れ
た
。
『
江
戸
エ
コ
行
楽
重
』
は
、

大
江
文
庫
研
究
を
現
代
社
会
に
活
か
し

た
事
例
で
あ
る
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
江
原
絢
子
氏
が
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
（
財
）
国
民
公
園
協
会
皇

居
外
苑
と
東
京
ガ
ス
の
エ
コ
・
ク
ッ
キ

ン
グ
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｅ
Ｄ
Ｏ

↓
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
皇
居
外
苑
楠
公
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
で
開
発
し
誕
生
し
た
。
元
祖
て

ん
ぷ
ら
京
阪
風
す
り
身
の
揚
げ
物
（
『
料

理
早
指
南
』
1
8
0
1
年
）
、
お
ぼ
ろ
大

根
な
ど
江
戸
庶
民
の
味
が
文
献
な
ど
を

通
じ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
。
東
京
近
郊
の

旬
の
味
や
地
産
地
消
の
食
材
を
使
用
し
、

調
味
料
や
調
理
法
に
も
こ
だ
わ
り
、
千
代

田
区
の
二
重
橋
前
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
食

べ
る
と
、
特
別
な
ハ
レ
の
食
事
だ
っ
た
行

楽
弁
当
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
東

京
家
政
学
院
大
学
の
学
生
が
参
加
し
た
、

現
代
・
江
戸
・
エ
コ
比
較
大
実
験
結
果
が

掲
載
さ
れ
た
冊
子
が
行
楽
重
に
つ
い
て
く

る
。

　
さ
て
、
日
本
の
消
費
者
教
育
は
転
換
点

に
あ
る
。
持
続
可
能
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
）
な
生
活
を
目
指
し
て
舵
を
切
る
時
期

を
迎
え
て
い
る
。
『
国
連
　
持
続
可
能
な

発
展
の
た
め
の
教
育
の
一
〇
年
』
で
も
、

消
費
者
教
育
は
重
要
と
さ
れ
る
。
文
部

科
学
省
で
は
、
現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー

基
調
講
演
者
で
あ
る
板
東
久
美
子
生
涯

学
習
政
策
局
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
消
費
者
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。
し
か
し
、
消
費
者
教
育
と
い
え
ば
、

悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
な
い
方
法
を
教
え

る
イ
メ
ー
ジ
が
つ
よ
く
、
意
識
変
換
が

難
し
い
。

　
本
学
は
日
本
で
は
め
ず
ら
し
い
消
費

者
教
育
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
現
代
生

活
学
セ
ミ
ナ
ー
の
担
い
手
は
学
部
2
年

生
の
消
費
者
教
育
コ
ー
ス
学
生
た
ち
で

あ
る
。
「
家
政
学
が
で
き
る
こ
と
、
ひ

と
と
ひ
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
ひ
と
と
も

の
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
時
代
の
文
化
を
つ

な
ぐ
こ
と
」
を
掲
げ
、
生
産
者
（
作
り

手
）
と
消
費
者
（
使
い
手
）
の
新
し
い
関

係
の
形
成
に
む
け
て
、
生
産
消
費
者
教

育
を
提
案
し
て
注
目
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー

に
も
１
６
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
っ
た
。

　
大
江
文
庫
は
、
こ
れ
ま
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
国
際
放
送
、
各
テ
レ
ビ
局
の
身
近
な

番
組
に
資
料
提
供
し
て
き
た
が
、
学
外

に
で
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

東
京
家
政
学
院
大
学
が
主
催
す
る
学
外

セ
ミ
ナ
ー
で
、
キ
リ
ン
や
Ｄ
Ｏ
Ｃ

O
M
O
や
大
江
文
庫
が
展
示
さ
れ
る
と

は
画
期
的
で
あ
る
。

　
な
ぜ
展
示
を
し
た
の
か
。
持
続
可
能

な
社
会
の
形
成
に
は
「
環
境
」
の
み
な

ら
ず
、「
経
済
」
、「
社
会
」
、「
文
化
」

４
つ
の
持
続
可
能
性
を
念
頭
に
お
く

こ
と
と
さ
れ
る
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

文
化
で
あ
る
。
『
大
江
文
庫
所
蔵
、
錦

絵
等
図
版
目
録
』
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

や
韓
国
の
消
費
者
教
育
の
関
係
者
に

持
参
し
た
時
に
、
大
変
好
評
で
あ
り

庶
民
の
生
活
を
注
目
し
、
生
活
文
化

を
若
者
に
伝
承
し
て
い
る
こ
と
へ
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
。
大
江
文
庫

の
原
本
を
見
て
、
『
江
戸
エ
コ
行
楽

重
』
を
味
わ
う
こ
と
は
、
実
践
的
で
あ

り
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
大
江
文

庫
が
か
た
る
生
活
文
化
の
知
を
伝
承

し
、
食
に
限
ら
ず
大
学
に
お
け
る
消

費
者
教
育
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

過
去
・
現
在
・
未
来
を
分
断
せ
ず
、

現
代
の
若
い
世
代
が
江
戸
の
庶
民
の

く
ら
し
を
、
自
分
の
日
常
生
活
と
結

び
付
け
て
考
え
る
機
会
を
い
か
に
つ

く
る
か
課
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2
0
1
0
年
の
春
、
東
京
家
政
学

院
大
学
が
現
代
生
活
学
部
１
学
部
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
2
0
1
1

年
の
春
に
は
、
２
学
科
が
学
院
発
祥

の
地
で
あ
る
、
千
代
田
三
番
町
に
も

ど
る
。
原
点
に
戻
っ
て
、
新
し
い
歴

史
を
つ
く
る
時
期
で
あ
る
。

（
現
代
家
政
学
科 

教
授)

（
附
属
図
書
館
事
務
部
長)

上 

村
　
協 

子

関 

原
　
暁 

子

大
江
文
庫
が
か
た
る
持
続
可
能
な
社
会

セミナーでの『江戸エコ行楽重』の展示

循環型社会　　　　冊子「ＥＤＯ→ＥＣＯ」から抜粋

生
活
文
化
伝
承
と
大
学
に
お
け
る
消
費
者
教
育

花桐　ＨＡＩＫＵ
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定
年
退
職
を
迎
え
て

中 

村
　
ア
ツ
コ

『韓国の食』

　私がいつも持ち歩いて

いる本「韓国の食」を取

り挙げることにした。

　過去、戦時下において

日韓の間に生じた様々な

問題は戦後もずっと引き

ずったまま今に至ってい

て何も解決されていない。

その思いは私も釈然とし

ない気持ちのまま胸の奥

においてある。近年は韓

国との文化交流も盛んと

なり、特にテレビドラマの影響が大きく、私も５～６

年前からいろいろなジャンルのドラマの内容を見て韓

国の生活様式や習慣が似通っていると思う部分や全く

日本と違う部分に気づかされて多いに興味を抱くこと

になった。食生活については特に関心事が多くあり、

料理の素材の扱い方や作り方、献立の内容もドラマ中

の食卓に配置された料理の種類と数で判断ができるこ

とが面白い。それについてもっと知りたくて食関連の

詳しい内容が、判り易く見られ参考になり、手軽に持

ち歩ける本のサイズを条件に探し求めた本がこの「韓

国の食」である。この本は日韓の食文化研究者、黄　

慧性、石毛直道の二人の対談で構成され、著されてい

る。主軸は韓国の宮廷料理について述べられている。

特に興味をそそることは李朝、最後の王妃の食事作り

を実体験し得た内容がふんだんに記述されていること

にある。王妃や皇太子の食事は別々の厨房でつくるこ

とや料理内容・日常生活について語られていたり、下

働きの男女の食事作りも厨房が別々である等が詳しく

説明されている。日本の宮中の食事内容はあまり公に

されずにいるので知る由もないのが残念である。本の

内容は宮中だけに留まらず、庶民生活についても詳し

い。各地方の郷土料理、食材の説明、現代の食事・韓

国の食事作法についても語られている。食事作法は器

は持ちあげてはいけないし、ご飯は匙で食べ､箸は煮

物・焼物等の料理や汁の実を掴む時に使う。また食事

の際には正座はせず、女性は片膝を立てて食べるので

ある。膝を立て食べることは日本では考えられないこ

とであるが、韓国では正座は許しを乞う時にする姿勢

であることから滅多なことで正座の姿はとらない。

　近年は韓国も洋風化し地方の食卓もテーブルになり

生活様式も段々に変化していくことであろう。本当に

近い隣国であるが、まだまだ未知の文化が多々あると

思う。この生活文化の違いの部分が研究してみたくな

る要因の一つである。

　この一年、思いがけずに体験することになった京王

線めじろ台への長い通勤時間の連れづれに、この本

「韓国の食」が私に更なる食文化への興味を与えてく

れた事、そして乗車中が楽しい時間であったことを感

謝している。

 （健康栄養学科 准教授)

冨 永　芳 枝

本の周辺 著／黄　慧性、石毛　直道
平凡社　2005年新版

　
昭
和
四
三
年
四
月
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
時
代
の
恩
師
林
太
郎
教
授
（
愛
称
・
太

郎
先
生
）
の
助
手
と
し
て
東
京
家
政
学
院

に
職
を
得
た
。
当
時
、
一
般
教
育
系
教
員

は
、
文
系
、
理
系
と
も
に
国
立
大
学
を
定

年
退
職
し
た
教
授
が
多
く
、
系
会
議
で
は
、

教
育
の
熱
い
議
論
が
な
さ
れ
、
多
く
を
学

ん
だ
。
町
田
移
転
間
も
な
く
東
工
大
を
定

年
退
職
し
て
隣
室
に
移
っ
て
来
ら
れ
た
、

物
理
学
・
高
木
ミ
エ
先
生
と
の
七
年
間
は

特
に
密
度
が
濃
か
っ
た
。
工
作
工
房
が
建

つ
前
、
窓
か
ら
、
雉
の
訪
れ
が
見
ら
れ
、

学
生
も
教
員
も
少
な
い
日
々
を
、
共
に
楽

し
ん
だ
。
組
合
便
り
に
も
書
き
送
っ
た
。

高
木
先
生
は
系
会
議
の
議
長
を
し
な
が

ら
、
手
書
き
の
議
事
録
を
作
成
し
、
翌
日

に
は
配
付
す
る
と
い
う
手
際
の
良
さ
、
合

理
的
思
考
の
先
生
で
あ
っ
た
。
共
に
入
試

に
関
係
し
、
推
薦
入
試
判
定
に
成
績
追
跡

調
査
の
結
果
を
数
値
化
し
た
高
校
評
定

値
信
頼
度
の
考
え
方
を
導
入
し
た
。
ま
た
、

共
に
給
食
経
営
管
理
の
羽
田
先
生
の
も
と

で
栄
養
管
理
の
実
際
を
学
習
し
、
共
同
研

究
の
形
で
、
食
品
学
分
野
へ
と
研
究
を
進

め
る
足
掛
り
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

核
磁
気
共
鳴
法
に
よ
る
水
分
子
の
緩
和

時
間
測
定
に
基
づ
く
「
遠
赤
外
線
オ
ー
ブ

ン
加
熱
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
の
美
味
し
さ
」

の
証
明
で
あ
る
。

　
昭
和
五
九
年
に
、
相
原
仲
町
会
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
桜
並
木
は
、
見
事
に
成
長
し
、

毎
年
、
新
入
生
を
迎
え
て
咲
き
誇
り
、
三

号
棟
食
堂
か
ら
の
眺
め
は
圧
巻
で
あ
る
。

や
が
て
、
人
文
学
部
が
開
設
さ
れ
る
と
、

両
学
部
有
志
が
腕
を
揮
い
、
手
作
り
の

品
々
で
、
桜
並
木
で
の
花
見
、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
の
忘
年
会
な
ど
で
親
睦
を
図
っ

た
。
天
ぷ
ら
を
得
意
と
す
る
書
道
の
先
生
、

ケ
ー
キ
の
得
意
な
国
文
学
の
先
生
、
鯵
の

マ
リ
ネ
と
生
春
巻
き
の
生
化
学
の
先
生

等
々
・
・
・
・
・
。
忙
し
す
ぎ
る
の
だ
ろ

う
か
、
昨
今
は
そ
の
よ
う
な
、
気
持
ち
の

余
裕
も
時
間
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。

　
桜
が
満
開
の
４
月
に
、
私
達
は
吉
林

華
橋
外
国
語
学
院
か
ら
東
京
家
政
学
院

大
学
に
編
入
し
て
き
た
。
初
め
て
故
郷

を
離
れ
、
異
国
で
学
ぶ
こ
と
に
、
先
行

き
が
心
配
に
な
り
不
安
に
満
ち
た
。
生

活
を
始
め
る
と
、
日
中
の
物
価
の
大
き

な
開
き
を
感
じ
、
少
し
で
も
自
分
の
力

で
や
ら
な
け
れ
ば
と
、
両
親
の
負
担
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
始
め
た
。

　
大
学
図
書
館
に
入
る
と
、
偶
然
に
学

生
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
。

応
募
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
私
達
は
図

書
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
生
活
が
始

ま
っ
た
。

　
仕
事
を
始
め
る
前
は
、
た
だ
図
書
の

貸
出
返
却
業
務
と
か
図
書
の
配
架
な
ど

の
簡
単
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

図
書
館
の
職
員
か
ら
仕
事
内
容
を
教
え

て
も
ら
っ
た
時
、
す
ご
く
び
っ
く
り
し

て
不
安
に
な
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
の

は
仕
事
が
非
常
に
複
雑
で
、
細
か
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
例
え
ば
、
貸
出

し
業
務
に
は
、
図
書
、
雑
誌
、
Ａ
Ｖ
資
料

な
ど
の
種
類
が
あ
っ
て
貸
出
方
法
も

違
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
館
内
施
設

利
用
の
申
込
、
資
料
の
予
約
、
購
入
希
望

の
受
付
な
ど
初
め
て
経
験
す
る
仕
事

で
あ
る
。
こ
の
と
き
日
本
語
が
堪
能

で
は
な
い
私
達
に
と
っ
て
は
、
仕
事

の
難
し
さ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
図

書
館
の
仕
事
は
私
達
の
新
し
い
挑
戦

で
あ
る
が
、
職
員
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
た
。

　
私
た
ち
は
学
生
と
し
て
も
、
よ
く

図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
。
あ
る
授

業
で
大
江
文
庫
に
関
し
て
勉
強
す
る

と
き
二
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に

頼
ん
で
研
究
資
料
を
探
し
て
く
れ
た
。

友
人
は
論
文
を
書
く
た
め
に
他
大
学

図
書
館
の
資
料
が
必
要
に
な
り
、
図

書
館
に
頼
ん
で
複
写
す
る
こ
と
も
で

き
た
。
図
書
館
の
本
を
読
み
な
が
ら

あ
る
問
題
に
つ
い
て
互
い
に
意
見
を

発
表
で
き
る
学
習
室
も
あ
る
。
読
み

た
い
本
が
貸
出
し
中
の
場
合
そ
の
本

を
予
約
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
私
達
に

と
っ
て
新
し
い
体
験
で
あ
る
。

　
図
書
館
は
情
報
化
さ
れ
、
よ
く
利

用
者
の
立
場
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。

大
変
便
利
で
も
う
学
生
生
活
に
欠
か

せ
な
い
部
分
に
な
っ
た
。

（
文
化
情
報
学
科 

３
年
）

　
食
品
学
・
森
宏
枝
、
栄
養
学
・
常
松
澪

子
両
先
生
と
私
の
３
人
は
、
ほ
ぼ
同
時
期

に
前
後
し
て
、
家
政
学
院
に
就
職
し
た
が
、

二
人
は
定
年
前
に
退
職
し
て
し
ま
っ
た
。

同
年
配
、
実
験
系
の
３
人
組
と
し
て
三
十

数
年
間
を
共
に
し
、
生
き
方
の
問
題
、
学

生
達
の
様
々
な
問
題
を
忌
憚
な
く
論
じ

合
っ
た
。
生
涯
の
友
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

早
世
し
た
物
理
の
占
部
先
生
も
良
き
友
で

あ
っ
た
。
最
後
に
担
任
し
た
学
年
の
管
栄

国
試
で
は
、
新
任
の
海
野
先
生
を
初
め
と

す
る
諸
先
生

と
の
環
境
作

り
、
学
生
同

士
の
追
い
込

み
の
自
主
勉

強
会
に
加
え
、

神
頼
み
が
効

を
奏
し
た
か
、

全

国

七

位

(

関
東
三
位)

の
高
合
格
率

を
記
録
し
、

安
堵
し
た
。

　
六
十
年
頃
、
共
用
機
器
室
に
設
置
さ
れ

た
二
台
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
「
一
太
郎
」
に
よ

る
文
書
作
り
は
、
四
十
歳
半
ば
の
私
に
は
苦

労
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
、
パ
ソ
コ
ン
室

で
のE

-m
ail

講
習
会
は
、
さ
ら
に
驚
き
だ
っ

た
。
現
在
の
様
な
状
況
に
な
る
な
ど
全
く
想

像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
た
め
、p

ru
n
u
s

（
梅
の
学
名
）
を
ア
ド
レ
ス
と
し
た
。
誰
か

ら
の
メ
ー
ル
か
解
ら
な
い
と
苦
情
を
言
わ
れ

て
い
る
が
、
訳
が
あ
っ
て
変
更
し
な
い
。

　
そ
の
訳
と
は
、
太
郎
先
生
と
初
代
家
政

学
科
卒
論
生
と
共
に
始
め
た
梅
酒
の
研
究

で
あ
る
。
太
郎
先
生
退
職
後
、
「
梅
酒
の

熟
成
」
に
つ
き
、
図
書
館
蔵
書
・
本
朝
食

鑑
に
あ
る
「
青
梅
、
砂
糖
、
焼
酎
を
瓶
に

入
れ
、
二
十
日
ほ
ど
冷
暗
所
に
保
存
」
と

あ
る
記
述
の
科
学
的
根
拠
を
、
卒
論
生
と

の
研
究
に
よ
り
、
証
明
で
き
た
か
ら
で
あ

る
。
二
十
日
ほ
ど
後
、
酸
に
強
い
梅
の
転

化
酵
素
に
よ
り
砂
糖
は
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖

に
転
化
し
て
い
た
。
シ
ア
ン
成
分
も
強
酸

に
追
わ
れ
て
無
く
な
る
。

そ
の
後
も
梅
酒
は
、
香
・

色
・
味
共
に
熟
成
す
る
。

単
に
、
三
種
が
混
合
す
る

だ
け
で
な
く
、
互
い
に
作

用
し
合
っ
て
変
化
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
こ
の
「
成

分
間
相
互
作
用
に
よ
る
変

化
・
熟
成
」
は
人
生
の
教

訓
で
も
あ
る
。
卒
論
生
数

も
約
二
百
名
に
達
し
た
。

　
さ
て
、
新
任
の
私
の
任

務
は
管
理
栄
養
士
専
攻

の
化
学
実
験
担
当
で
あ
っ
た
か
ら
、
以
来
、

大
笑
い
、
微
笑
、
苦
笑
、
怒
り
、
様
々
な

思
い
を
胸
に
、
こ
の
三
月
で
満
四
三
年
間

の
幕
を
お
ろ
す
。
当
初
の
化
学
実
験
の
内

容
は
、
化
学
理
論
理
解
と
専
門
実
験
基
礎

の
た
め
の
十
二
項
目
で
あ
っ
た
が
、
数
度

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
経
て
、
七
項
目

に
な
っ
た
。
現
行
の
健
康
栄
養
学
科
の
化

学
基
礎
科
目
の
配
置
・
単
位
数
共
に
、
早

急
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の

間
に
、
家
庭
科
教
員
資
格
を
目
指
す
学

生
に
も
、
科
学
実
験
が
必
要
で
あ
ろ
う

と
、
自
然
系
教
員
が
分
担
し
た
「
自
然

科
学
実
験
」
を
開
講
し
た
。
こ
の
科
目

は
、
全
学
的
に
選
択
で
き
る
、
「
体
験

で
学
ぶ
自
然
科
学
」
と
し
て
新
た
に
展

開
さ
れ
た
。
家
政
学
部
・
人
文
学
部
の

学
生
が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
履
修
し
、
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
ー
で
、
毛
髪
、
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
芯
の
太
さ
、
ア
ル
ミ
箔
の
厚

さ
を
測
っ
て
目
を
輝
か
せ
、
箔
を
構
成

す
る
ア
ル
ミ
原
子
の
層
数
の
計
算
に
頭

を
悩
ま
せ
、p

H

に
よ
る
花
色
の
七
変

化
に
感
激
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
学
生

の
反
応
は
、
喜
び
で
あ
っ
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
私
の
退
職
を
機
に
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
近
年
は
、
生
活
科
教
育
担
当
と
し
て
、

児
童
学
科
配
属
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
と

は
一
味
違
っ
た
、
発
想
豊
か
で
、
元
気

一
杯
の
学
生
と
の
交
わ
り
は
、
楽
し
く
、

異
な
る
専
門
の
教
員
と
の
交
流
も
新
鮮

で
、
幸
せ
な
四
年
間
で
あ
っ
た
。

　
定
年
前
に
、
こ
の
三
月
に
退
職
な
さ

る
数
学
の
細
淵
先
生
と
は
、
一
般
教
育

系
教
員
所
属
と
し
て
出
発
し
、
家
政
と

住
居
学
科
に
別
れ
、
こ
の
一
年
間
を
再

び
児
童
学
科
で
共
に
過
ご
し
た
。
入
試

問
題
作
成
で
は
、
毎
年
、
共
に
苦
心
し

た
が
、
そ
の
苦
行
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。

　
長
年
に
渡
る
、
諸
先
生
、
職
員
の
皆

様
、
学
生
諸
嬢
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
、

東
京
家
政
学
院
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

（
児
童
学
科
　
教
授
）

林・高木先生と卒業生と共に
昭和58年ＫＶＡ祭

林先生と私　昭和43年挑
戦
と
経
験

学
生
ス
タ
ッ
フ
　
田
　
雨

　
　
　
　
　
　
張
　
偉
霞
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図書館のミニチュア展示について

本学教員寄贈著書紹介

　平成22年に寄贈を受けた本学教員の著作等を紹介します。ご寄贈いただきまして

ありがとうございました。今後も著作物出版の折にはご寄贈いただければ幸いです。

　図書館の利用を終えて出口のゲートを通り抜けた時、

カウンターの脇に本と一緒にミニチュア模型が飾ってあ

るのに気が付いている人もいると思います。

　展示している物は毎月変わるので、楽しみにしている

人も多く、よく携帯電話のカメラで撮影している姿を目

にします。

　この展示が始まる切っ掛けとなった事は、実は模型と

は全然関係の無い出来事からでした。それはある朝の日、

図書館で使って欲しいと家で育てた花や野花を、よく

持ってきて下さっていた清掃の方が、珍しい物を見つけ

たからと、大きくて立派なカラス瓜を持ってきてくだ

さった事から始まりました。図書館の中で、今の学生は

なかなか目にすることが無いし、見たことがない学生も

多いだろうからしばらく飾ってみてはどうかとなり、カ

ラス瓜を置いたのが最初の展示となりました。

　最初の頃は、カラス瓜をただ置いていただけなので、

学生が図書館から出ていく毎に「これ何ですか？」の質

問の連続となってしまったので、いいかげん面倒になり、

植物図鑑の説明文を紙に書き出しカラス瓜に添えること

にしました。

　また、学生が「あった。あった。」とか「これかー」

などと言いながら図書館に入ってくる姿を目の当たりに

して、学生の口コミ効果を実感したのもこの展示でした。

この時は、本以外の目的で図書館に来る学生を見ても、

そういう学生もいるんだなという程度の感想でした。

　その後、図書館の専門雑誌の特集だったと思いますが、

図書館利用者の減少対策として、本と関係の無いイベン

トの実施や博物館と共催しての展示を行うことによって、

図書館に来れば何かしら面白いことをやっているという

印象を与え、本を目的としていない利用者を図書館へ呼

び込み、本を手に取る機会を増やすという事例の紹介記

事を読み、家政学院の図書館でも何かできないかと思案

していて思い出したのが、カラス瓜の展示でした。

　学生が図書館に足を運ぶ一助になるなら試してみよう

と、色々と試し始めました。

　その中で、反応の良かった物がペーパークラフトとミ

ニチュア模型でした。最初は図書館職員が持ち寄った物

を、２ヶ月位の間隔で替えていましたが、数があまり無

かったことと種類が揃っていなかったので追加が必要と

なり、何かないかと探しました。

　ちょうどその頃にミニチュア模型が小さなブームとな

り始めていて、色々な会社から様々な種類の模型が発売

されていました。その中から、展示理由の説明ができる

もの、学科に関係づけられる物として、料理、調理器具、

家電品や生活雑貨のミニチュア模型に目を付けました。

　しかし、売っている物を定価でそのまま買うといくら

お金があっても足りないので、処分販売品を当たること

にしました。こういった商品は、玩具店以外の販路とし

てスーパーマーケットやコンビニエンスストアで売るた

めに、アメやガムを１個入れて食品とし、おまけとして

模型が付いているという形にしています。

　しかしながら、販路を広げることが出来る代わりに、

賞味期限が付き販売できる期間が限定されてしまいまし

た。ですから、賞味期限が近づいた商品は、いわゆる投

げ売りされるのですが、店頭処分品よりもさらに安く、

入手する方法として問屋の処分品があります。通常は一

般人では１個２個という単位では購入できませんが、ミ

ニチュア模型のブームのおかげで、コレクターの処分品

や重複品販売のフリーマーケットが開催されるようにな

り、大規模な物には問屋も参加するようになってきてい

ました。ここで処分販売されるものは、定価の1/5～

1/10という価格で入手が可能です。こういった場所で１

セット300円位のものをいくつか購入したので、月替わ

りで展示できるようになりました。

　また、セット購入することで、統一したテーマの物を

全種類入手できたので、展示の際に本にも興味を持って

もらえるように、内容に合わせた本の展示も行うことが

できるようになりました。

　展示の終わった後にミニチュア模型がどうなるのかを

良く聞かれますが、季節物の雛人形、五月人形やクリス

マス飾り等は使い回し、その他の物は教員からの強い希

望があれば差し上げていますので、研究室等に飾られて

いることでしょう。

　また、その中のいくつかは海外

へ渡っているようです。ある先生

に差し上げた日本料理の模型は、

ゼミの学生のショートホームステ

イの際の受け入れ家族への日本土

産として、英訳した解説を付けて

プレゼントしたところ、とても喜

ばれたそうです。

岩見哲夫

　魚 ( 小学館の図鑑NEO POCKET ; 3)  小学館 2010

倉田澄子

　最新栄養学新訂版 実教出版 2010

須永和宏

　生きられる孤独  東京シューレ 2010

高田葉子

　ファッション&ビューティーの色彩

　 日本色研事業 2009

西海賢二  

　墓制・墓標研究の再構築            岩田書院  2010

　地方史研究ほか　論文多数　

松田正巳

　「在宅療養」をささえるすべての人へ : 

　　わが家がいちばん       健康と良い友だち社 2009

　変わりゆく世界と 21世紀の地域健康づくり

　 やどかり出版 2010

山縣雅子

　染・織・ファイバーアート 

 　91 人が表現する美の世界 

 ART BOXインターナショナル　2010

吉川晴美

　共に育つ―人間探求の児童学―　　 宣協社　2010

　

野口豊隆

図書館内展示風景　イヌ編

ネコ鍋とコタツ

図書館内展示風景　キティちゃん編

 （事務局総務課係長 前図書館事務部)
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